
2025年9月3日～9月8日


1. このプログラムに参加した目的
　私が今回この雫石町キャリアデザインプログラムに参加した目的は主に2つあります。1つ目の目的は他大学の学生や雫石町の方々という普段関わることの少ない人々と接すること、普段体験することの出来ない事を通して私にはない新しい知見を得ることが出来ると考えたからです。2つ目の目的はこのキャリアデザインプログラムを通して得た知見を私の地元に還元しようと考えたからです。私の地元は雫石町と同じく過疎化が進んでいる状況です。同じ状況に直面している雫石町はどういった事を講じているのかを実際に訪れて自ら感じ考え、町の人々と交流することでその思いに触れ、その中で自分に何が出来るのか考えてみようと思ったからです。

2. プログラム中に体験した活動
6日間で体験した内容は以下の表の通りです。
	1日目
	盛岡セイコー工業株式会社様にて工場見学

	2日目
	小岩井農場様にてまきば園見学と冬フェスタ意見交換会
YU-YUファーム様にて乗馬体験

	3日目
	白炭作り見学
七輪焼き体験
網張ビジターセンター見学

	4日目
	移住者交流会
軽トラ市事前準備

	5日目
	軽トラ市

	6日目
	報告会


私がこの6日間で印象に残ったプログラムは白炭作り見学と移住者交流会です。炭は現在ではあまり日常生活に馴染みのないものですが、特にその中でも白炭というものを初めて知りました。黒炭との違いや作り方を白炭作り職人である坂内さんに詳しく教えて頂きました。そしてその後の七輪焼き体験では、白炭でご飯を炊いたりそれぞれ選んだ食材を焼いたりしました。普段のガス火やIHで調理したものと異なり、素材の味が引き出されていてとても美味しかったです。調理中にも白炭は繰り返し使用できることや七輪の特徴、使い方を坂内さんに詳しく教えて頂き、七輪や白炭をより身近に感じることが出来ました。そして4日目の移住者交流会では、移住者の方達とお話をしながらピザ作りを行いました。その中で特に子育て世帯の皆さんのネットワークが形成されていることに驚きました。子育て世帯はどうしても育児に時間を取られてしまい外で交流する時間が少なくなりがちですが、子ども参加型の交流会を定期的に開催することによって子ども同士だけでなく養育者同士も繋がることができ、子育てしやすい環境が作り出されていると感じました。

3. プログラムで得た気づきや学び
実際に雫石町で6日間過ごす中で感じたことは雫石町の方々はとても暖かく、雫石町への愛が大きいということです。プログラム中に地域住民の方々と関わる機会の中で私達を歓迎して下さったり、ご好意で様々な体験をさせていただいたりしました。
地域住民の方々にお話を伺う中で皆さんが「雫石はすごくいいところだ」と口を揃えて仰っていたのがとても印象的でした。また移住者交流会で移住者の方々に伺っても「雫石町に移住してきて良かった」とお話されていて、雫石町の居心地の良さを感じました。
そしてこのプログラム中に学んだことは課題解決プロセスの重要さです。
①問題点を発見する
②見つけた問題点に対しての有効な解決策・改善策を考える
③解決策・改善策を実行しそこから新たに発見した課題点について検討する
　　このプロセスは当たり前かもしれませんが、私は今までこのプロセスに完全に則って何かを実行したことがあまりありませんでした。しかしこの6日間の中でこのプロセスを繰り返す中で重要さを実感しました。
例えば小岩井農場様の冬フェスタ意見交換会では小岩井農場様から「若者の来客数を増やしたい」というご意見を頂きました。その中で私達はSNSを活用した宣伝活動をするという案を考えました。実際にその案を検討していく中で、ただSNSに投稿するのではなくトレンドを抑えることで多くの方々のおすすめに表示されやすくすることや動画の長さは1分程度にすること等、議論を深めることができました。また軽トラ市のワークショップではただ開催するのではなく、達成目標を考えて終了後に振り返りを行いました。そして振り返りで見つけた課題点を今後どう改善していけばいいのか検討しました。
この経験を通して常に疑問を持って行動すること、そして課題解決は単発的なものではなく実行と検討を繰り返す継続的なプロセスであることを感じました。

4. 今後への展望
　今回この雫石町のインターンシップに参加したことは私の中で大きな決断であり、とても貴重な6日間でした。あまり自身に馴染みのない東北にインターンシップで訪れるということがとても心配な部分でした。しかし、雫石町役場の方々をはじめ他のインターンシップ生、地域の方々の優しさに触れる度に私の中にあった心配は楽しさや探求心に変わっていきました。6日間の中で様々な社会人の方々にお話を伺う度に私達に伝えてくださったことは「若いから好きなことをやってみてね」という言葉でした。大学生活は人生の夏休みと言われているように様々なことに触れ、吸収できる貴重な時間です。そのような時期に雫石町でそれぞれ異なる背景を持った人達と出会い、体験し、学び、考えを共有することは私にとってかけがえのない思い出となり、経験となりました。この6日間で得たものを今後の大学生活に落とし込み、そして雫石町の良さを沢山の人に伝えていきたいです。

5. 雫石町の皆さんへ
　今回このインターンシップを通して多くの学びを得ることができました。毎日雄大な岩手山を望みながら様々な体験をし、他のインターンシップ生と共に雫石町産の美味しい野菜を調理したり、時には資料作成に悩んだりしたことは私にとってかけがえのないひと夏の思い出となりました。インターンシップに参加して終わりではなく、この6日間で知ることができた雫石町のいいところを周囲の人達や自身のSNSを通じて徐々に広めていきたいと思います。
本インターンシップにおいてご指導くださった関係者様の皆様に心よりお礼申し上げます。
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